
和漢医薬学会 次世代を担う若手研究者の会 資料 

２０２６年３月 

目次 

①次世代を担う若手研究者の会の説明・入会方法

②運営体制

③歴代表彰

④参考資料：過去の運営体制



①次世代を担う若手研究者の会の説明・入会方法 

 
 和漢医薬学会の次世代を担う若手研究者の会では、和漢薬や漢方薬などの関係する研究

を行う、または行おうとする若手研究者を中心に、日ごろの研究活動の情報交換や相談、

交流を随時行っております。研究者の所属は大学や企業、臨床の垣根なく活動することを

是としており、活動の例としては、 
 
・若手研究者フォーラム（主に学術大会前日に開催） 
・若手シンポジウム（学術大会中に開催） 
・交流会（年に 3 回程度、Web にて開催） 
 
などがあります。 

また、普段の情報交換や連絡は slack というアプリケーション上でおこなっております

が、その中には「実験相談」等の項目もあり、お互いに当該分野において研究で困ったこ

となどの相談も行われています。 
 次世代を担う若手研究者の会にご興味ございましたら是非入会いただけますと幸いで

す。（最終ページに若手研究者フォーラムの様子の写真があります） 
 
参加資格 
年齢：自身が若手研究者だと思えば何歳でも 
研究分野：和漢薬、漢方薬、東洋医学など関連分野を研究、もしくは研究に興味がある方 
 
参加費用 
年会費、入会費無し 
 
入会方法 
世話人もしくは既に会員の方に本会 slack の招待を受けて登録し、自己紹介チャンネル

で自己紹介をお願いいたします。 
知り合いがいない場合：所属、お名前を明記の上でメールにて和漢医薬学会 学会事務

局に「次世代を担う若手研究者の会に入会希望なので世話人に取り次いでほしい」とご連

絡ください。 
 

文責：中嶋聡一 

  



②運営体制（世話人一覧、重複役務有） 

2026.3 現在（2024.4～） 

 

＜代表世話人＞ 

中嶋 聡一 （NPR医薬資源研究所） 

 

＜副代表世話人＞ 

安藤 広和 （金沢大学医薬保健研究域薬学系） 

伊藤 直樹 （北里大学薬学部附属東洋医学総合研究所 漢方臨床研究室） 

 

＜フォーラム担当世話人＞ 

吉野 鉄大 （慶應義塾大学医学部漢方医学センター） 

安藤 広和 （金沢大学医薬保健研究域薬学系） 

楊 熙蒙  （富山大学和漢医薬学総合研究所） 

村上 一仁 （株式会社ツムラ） 

 

＜シンポジウム担当世話人＞ 

今 理紗子 （星薬科大学生体分子薬理学研究室） 

伊藤 直樹 （北里大学薬学部附属東洋医学総合研究所 漢方臨床研究室） 

渡辺 拓也 （福岡大学薬学部臨床疾患薬理学研究室） 

 

＜世話人補佐＞ 

関谷 知樹 （和歌山県立医科大学） 

 

＜監査＞ 

堀江 一郎 （山陽小野田市立山口東京理科大学） 

 

＜相談役＞ 

堀江 一郎 （山陽小野田市立山口東京理科大学） 

久保山 友晴 （第一薬科大学薬学部） 

 

＜賛助会員＞ 

株式会社太田胃散、株式会社 Felicidad、救心製薬株式会社、小太郎漢方製薬株式会社、

ナチュラルプロダクトリサーチ合同会社 

 



③和漢医薬学会 次世代を担う若手研究者の会 歴代表彰 

（敬称略、所属は表彰当時） 
2026.2 現在 

振興賞 

・2025 年度： 今 理紗子（星薬科大学） 
  吉野 鉄大（慶応義塾大学） 
・2024 年度： 中嶋 聡一（NPR 医薬資源研究所） 
  伊藤 直樹（北里大学薬学部附属東洋医学総合研究所 漢方臨床研究室） 
・2023 年度： 堀江 一郎（山陽小野田市立山口東京理科大学） 
・2022 年度： 久保山 友晴（第一薬科大学） 
 

フォーラム表彰 (優秀発表賞 等) 

・2025 年度 第６回若手研究者フォーラム 

優秀発表賞： 中島 健輔（長崎国際大学 薬学部薬学科 薬学臨床実務分野 医療薬

学研究室） 

   濵 芽吹（金沢大学 医薬保健学域 薬学類 生薬学研究室） 

   永松 拓海（福岡大学大学院） 

・2024 年度 第５回若手研究者フォーラム 

 優秀発表賞： 能瀬 逸紀 (名古屋市立大学大学院 薬学研究科 生薬学分野) 

   尾田 好美 (NPR 医薬資源研究所、N.T.H 研) 

   深田 祐輔 (金沢大学大学院 医薬保健学総合研究科 生薬学研究室) 

 奨励賞：  濱井 美步 (京都薬科大学 公衆衛生学分野) 

・2023 年度 第４回若手研究者フォーラム 

優秀発表賞： 村岡 卓和 (山陽小野田市立山口東京理科大学 薬学部 薬学科 生

薬・漢方分野) 

・2022 年度 第３回若手研究者フォーラム 

 優秀発表賞： 吉川 勇人 (京都薬大・公衆衛生学分野) 

   仲道 公輔 (慶應義塾大・薬・医療薬学部門) 

・2021 年度 第２回若手研究者フォーラム 

 優秀発表賞： 楊 熙蒙 (富山大・和漢医薬学総合研究所・神経機能学) 

   小川 慶子 (立命館大・薬・レギュラトリーサイエンス) 

 奨励賞：  米田 太一 (京都薬科大学・薬・生薬学分野) 

  



④参考資料：過去の運営体制 

（敬称略、所属は当時のもの） 
 
＜過去の学術集会の運営世話人＞ 
（2025年度） 
若手フォーラム担当世話人 安藤 広和（金沢大学医薬保健研究域薬学系） 

吉野 鉄大（慶應義塾大学医学部漢方医学センター） 
楊 熙蒙 （富山大学和漢医薬学総合研究所） 
村上 一仁（東京理科大学薬学部） 
神垣真由美（広島国際大学） 

若手シンポジウム担当世話人 伊藤 直樹（北里大学薬学部附属東洋医学総合研究所） 
今 理紗子（星薬科大学生体分子薬理学研究室） 
渡辺 拓也（福岡大学） 

（2024年度） 
若手フォーラム担当世話人 安藤 広和（金沢大学医薬保健研究域薬学系） 

吉野 鉄大（慶應義塾大学医学部漢方医学センター） 
楊 熙蒙 （富山大学和漢医薬学総合研究所） 
小川 慶子（立命館大学薬学部） 
村上 一仁（東京理科大学薬学部） 

若手シンポジウム担当世話人 伊藤 直樹（北里大学薬学部附属東洋医学総合研究所） 
今 理紗子（星薬科大学生体分子薬理学研究室） 
渡辺 拓也（福岡大学） 

（2023年度） 
若手フォーラム担当世話人 安藤 広和（金沢大学医薬保健研究域薬学系） 

中嶋 聡一（NPR医薬資源研究所） 
吉野 鉄大（慶應義塾大学医学部漢方医学センター） 
楊 熙蒙 （富山大学和漢医薬学総合研究所） 

若手シンポジウム担当世話人 伊藤 直樹（北里大学薬学部附属東洋医学総合研究所） 
今 理紗子（星薬科大学生体分子薬理学研究室） 

（2021, 2022年度） 
若手フォーラム担当世話人 安藤 広和（金沢大学医薬保健研究域薬学系） 

中嶋 聡一（NPR医薬資源研究所） 
吉野 鉄大（慶應義塾大学医学部漢方医学センター） 
佐々⽊寛朗（明治薬科⼤学薬学部、22 年度） 

若手シンポジウム担当世話人 伊藤 直樹（北里大学薬学部附属東洋医学総合研究所） 
今 理紗子（星薬科大学生体分子薬理学研究室） 

（2020年度） 
若手フォーラム担当世話人 久保山友晴（第一薬科大学） 

堀江 一郎（山口東京理科大学） 
中嶋 聡一（京都薬科大学） 

若手シンポジウム担当世話人 久保山友晴（第一薬科大学） 
堀江 一郎（山口東京理科大学） 

 
過去の本若手研究者の会の世話人および役員（2021年 4月 1日～2024年 3月 31日） 
1． 代表世話人  堀江 一郎（山口東京理科大学） 
2． 事務担当世話人  安藤 広和（金沢大学医薬保健研究域薬学系） 

中嶋 聡一（NPR医薬資源研究所） 
今 理紗子（星薬科大学生体分子薬理学研究室） 
楊 熙蒙 （富山大学和漢医薬学総合研究所） 

3． 広報担当世話人  伊藤 直樹（北里大学薬学部附属東洋医学総合研究所） 
吉野 鉄大（慶應義塾大学医学部漢方医学センター） 

4. 監事/相談役  久保山友晴（第一薬科大学） 



野上 達也先生（東海大学）

プレナリーレクチャー(第５回若手研究者フォーラム)

安全で有効な漢方治療を目指して



自論異論・若手討論会（第５回若手研究者フォーラム）

西浦 理子 先生（山口東京理科大学）

オンライン発表

能瀬 逸紀 先生 尾田 好美 先生 深田 祐輔 先生

谷手 紗也香 先生 濱井 美歩 先生 波多江 旺信 先生




